
自動車整備人材の確保・育成に関する検討会とりまとめ概要

自動車整備業の実態調査や他産業との比較等の分析・検討から、自動車整備業の魅力・重要性、自動車整備業の実態及び人材確保・育成のための
課題、課題に対応する先進的取組事例についてとりまとめた。
今後、とりまとめられた整備業の魅力・重要性、実態や課題、先進的取組事例を業界全体で共有し、事業形態・規模等に応じた対策を関係者が連携し
て検討・推進を図る。

自動車整備業界・整備士の魅力・重要性

○ 今後も必ず必要となる点検・整備需要を背景とした安定した業態
・全国で約8千万台以上が保有され、その台数は緩やかに推移する傾向を維持。
・自動車の点検・整備需要は、安定的に発生し、景気動向等による影響が比較的少ない 。

○ 自動車の利用に係る安全・安心や利便性を確保することを通じた地域社会への貢献による満足感、達成感
・自動車整備士は、適切な点検・整備により、自動車の安全と安心を守り、社会に貢献する重要な職種。
・自動車整備士は、自動車の構造や整備に関する知識や技能を持っていることを国が認めた国家資格であり、
国内の整備技術の水準を保っている。
・特に自動車への依存度の高い地方部において日常生活の足を守る地域に密着した頼られる存在。

○ 技術革新の著しい自動車を扱うことによる自動車整備のスキルの習熟を通じた最先端技術に係る知見の獲得

給与 ・労働時間等に対して低い等から他業種と比較して給与に対する不満度が高い
・専業事業者等では、ディーラーに比べ、年齢が上がっても給与が上がりにくい

労働時間 ・労働時間が長く、調整ができないことから他業種と比較して不満度が高い
休日・休暇 ・休日出勤や希望する日に休みが取りづらく他業種と比較して不満度が高い

作業環境 ・設備の老朽化、コミュニケーションのとりづらさが不満理由の上位
・女性進出の課題として「体力面」があげる事業者が約半数

やりがい ・他者の力になった時や修理した時の達成感はあるがやりがいの満足度は低い

技能向上・最新技術等の研修に関する従業員のニーズへの対応が不十分

様々な能力の評価に対応したインセンティブ付与
僅かでも定期昇給を実施（給与の上がる道筋を見せる）

管理職において余暇の充実を図るよう意識改革を実施
残業削減及び育児等との両立のための柔軟なシフト設定

体に負担の少ない器具の導入等可能な範囲からの環境改善
社員意見の有効活用によるコミュニケーションの活発化

社内独自資格制度の創設によるモチベーション維持
店舗間のスタッフ入れ替えによる新たな着眼点の発見

● 自動車整備業の実態及び課題を業界団体、個々の事業者間で共有
● 自動車整備業、自動車整備士の重要性や魅力についての説明等、理解を図る活動を継続して実施
● 先進的な取組事例の共有等による事業形態・規模・環境に応じた実効性ある対策など、引き続き業界団体・関係者が連携して検討

今後の検討の方向性

国土交通省
○整備業界の社会的重要性、将来性の社会的認知の醸成
○体験学習・インターンシップの業界への啓発
○女性も使いやすい工具・機器の調査
○最新技術に対応した整備を行うための汎用スキャンツール
の標準仕様拡大等による整備環境の充実
○スキャンツールを活用した教育体制、カリキュラムの策定

等

業界団体
○実態と課題の業界内で共有
○整備業界に対する理解を広げるための体験学習やイン
ターンシップ等の推進
○労働環境、待遇改善に対する先進的な取組事例の
収集、展開
○最新技術対応など、従業員の要望に応じた研修の実施

等

整備事業者
○先進事例を参考とした事業形態・規模等に応じた待遇
改善の実施
‐能力評価に応じた昇給等による給与満足度の向上
‐シフト制等による希望に応じた勤務時間・休日の確保
‐比較的簡易なものから工場内の環境改善の実施
‐女性も作業しやすい設備・機器等の環境整備
‐経営者や職場間のコミュニケーションの構築 等
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基礎技能教育と独自ニーズを加えた高度な教育の両立
高卒を採用し、整備学校へ通学させる

自動車の保有台数は長期的には減少
傾向にあるものの、人口推移と比較し
てその減少は緩やか
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